
　

私
た
ち
の
ま
ち
は
、
災
害
と
無
縁
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
も
火
山
活
動
を
続
け
る
樽
前

山
を
有
す
る
一
方
、
太
平
洋
に
面
す
る
ま
ち

と
し
て
、
津
波
へ
の
警
戒
も
必
要
で
す
。
こ

れ
ら
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
市
の
み
の
対
応
で
は
、
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
市
町

村
の
垣
根
を
越
え
て
、
お
互
い
の
ま
ち
を
助

け
る
た
め
、
他
の
自
治
体
な
ど
と
の
間
に
締

結
さ
れ
る
の
が
災
害
時
相
互
援
助
協
定
で
す
。

　

そ
の
相
互
支
援
の
内
容
は
、
食
料
・
飲
料

水
・
生
活
必
需
品
な
ど
の
物
資
や
、
救
出
・

医
療
・
施
設
の
応
急
復
旧
に
必
要
な
資
機
材

の
援
助
、
そ
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
自
治

体
機
能
の
復
旧
に
必
要
な
職
員
の
派
遣
な
ど

で
す
。
近
隣
市
町
村
だ
け
で
は
な
く
、
同
一

災
害
で
被
災
す
る
可
能
性
が
少
な
い
遠
隔
地

と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的

な
災
害
へ
の
対
応
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

苫
小
牧
市
は
、
民
間
企
業
の
つ
な
が
り
を

縁
と
し
て
、
今
年
１
月
に
自
動
車
産
業
が
盛

ん
な
ま
ち
「
愛
知
県
田
原
市
」
と
、
そ
し
て

５
月
に
は
ｓ
ｅ

ａ
級
グ
ル
メ
全

国
大
会
な
ど
で

交
流
の
あ
る
漁

業
と
観
光
の
ま

ち
「
岩
手
県
宮

古
市
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
災
害
時

に
助
け
合
う
た

め
に
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

  

宮
古
市
は
本
州
最
東
端
に
位

置
す
る
ま
ち
で
、
人
口
約
５
万

７
千
人
、
面
積
は
苫
小
牧
市
の

２
倍
強
の
大
き
さ
、
約
千
260
㎢

で
す
。
自
然
に
恵
ま
れ
、
特
に

名
勝
と
言
わ
れ
る
「
浄じ
ょ
う
ど
が
は
ま

土
ケ
浜
」
が
有
名
な

観
光
の
ま
ち
で
す
。
そ
の
美
し
い
海
で
は
、

漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ア
ワ
ビ
や

養
殖
ワ
カ
メ
の
漁
獲
量
は
全
国
で
５
本
の
指

に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
大
き
さ
が
特
徴
の
「

花
見
か
き
」
や
「
南
部
鼻
曲
が
り
鮭
」
な
ど

の
宮
古
ブ
ラ
ン
ド
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
豊
か
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
海

か
ら
、
平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
ま
ち
に
大

き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

平成26年５月21日　宮古市との協定締結時の様子

全国有数の漁獲量「アワビ」

秋の味覚「南部鼻曲がり鮭」

濃厚な味わい「花見かき」濃厚な味わい「花見かき」

道外で本市と災害時相互
応援に関する協定を結ん
でいるまち

苫小牧市

岩手県宮古市

栃木県日光市
愛知県田原市

東京都八王子市

田原市

宮古市

釜石市

久慈市

半田市

蒲郡市
豊橋市

道内で本市と災害時相互応援に関する
協定を結んでいるまち

恵 庭 市 　 千 歳 市 　 厚 真 町
安 平 町 　 白 老 町 　 むかわ町

ま
ち
の
連
携
で

　
　

災
害
に
備
え
る

浄浄
じょうじょう

土土
どど

ケケ
がが

浜浜
はまはま

協
定
を
結
ん
だ

　
　
　

宮
古
市
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